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入試研究
秘匿性

従来

短期持ち回り（2年程度）

他領域の研究者(非専門、片手間）

今後

アドミッションセンター、入学センターの設置

専任教員の配置

人的ネットワーク： 学会、研究会
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業務（研究）の一部
作題者に対して統計情報を提供(評価資料)

大学スタッフとの共同作業

その他、研究等

平均、標準偏差

得点分布

連関表

設問解答率分析図

試験問題ＤＢ、教科書ＤＢ

個別対応(作題部会毎)等、...

合否入替り率

追跡調査

入試問題の改善

調査・アンケート等、…

得点調整
分位点差縮小法

調査研究 : 総合試験、高大連携、

試験情報の整備、…
研究開発 : 等化、評価方法、...

研究開発部の

中期計画にそって研究を進めている
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研究開発部の分野

データ解析: 統計学

テスト理論: 心理学、教育測定、心理測定

入試制度・施策: 社会学、行政学

リスニング: 音響学

点字、時間延長: ハンディキャッパー

.....
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統計家にとって
データ解析

設問解答率分析図

連関表

追跡調査

アンケート調査、.....
一体の機関＝大学入試センター、(大学も)

作題者

解析者： 統計家

製薬会社と似ている?
現場と共に
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  付録α. 入試研究で取り扱われる事項のキーワードリストと頻度 (調査項目Part A)
頻度

A2 A1 A3
(過去) (現在) (未来)

1.大学入試センター試験・個別学力検査
10 7 5 (1) 設問の難易度・識別力等の分析や評価(設問解答率分析図、誤答分析、GP分析等を含む)

3 3 (2) 教科・科目間の得点の関連性や相関
7 3 1 (3) 合否入替り率、共分散比
2 (4) 得点の変換(順位点、偏差値化、標準得点化等)
4 3 (5) 選択科目における得点調整
6 8 2 (91) 大学入試センター試験成績と個別学力検査成績との比較
8 7 1 (99) その他

2.選抜方法
2 (1) 学科目試験

2 3 5 (2) 面接(個人面接、集団面接)
3 3 2 (3) 小論文

3 (4) 実技試験
1 (5) リスニングテスト

1 (6) 総合試験
1 (7) 適性検査

5 5 9 (8) 高校調査書の評価方法(点数化、学校間格差等を含む)
1 1 (9) 2段階選抜

(10) 一芸入試
(11) 客観式試験と記述式試験の比較、評価

3 3 4 (12) 評価尺度の多元化、複数化
1 (13) 総合判定方式(最低必要得点、枠別判定等)

6 1 4 (14) 試験科目(科目試験、面接、小論文、実技試験、高校調査書等)の配点比率
5 7 3 (91) 募集方法の検討(入試日程・科目構成・定員等)
5 3 10 (92) 入試に課す教科・科目、試験時間 (元 1-(6) )
3 (93) センター試験の導入
3 (94) 試験実施(地方会場、マークシート方式への変更、受験資格の審査等)
9 5 9 (99) その他

3.特別な入試
7 6 5 (1) 推薦入試
9 10 12 (2) AO入試、AC入試、自己推薦入試

(3) 受験機会の複数化
2 (4) 第2部(夜間コース)の入学者選抜
2 1 (5) 専門学科、総合学科卒業者のための入試
1 1 (6) 圏内卒業者のための入試

(7) 帰国子女のための入試
1 (8) 身体障害者のための入試

1 3 (9) 社会人特別選抜
4 (10) 編入学のための入試

(11) 飛び入学者のための入試
3 2 1 (12) 外国人留学生のための入試

1 (13) 追加合格、第2次募集

A2 A1 A3

4.受験者、合格者等の属性
12 14 11 (1) 受験者(志願者)、合格者(入学者)の分析
5 7 2 (91) 入学辞退者の分析 (1から分離)

19 16 10 (2) 選抜形態(前期、後期、推薦等)別の比較
9 13 3 (3) 男女別、出身都道府県別、現役／浪人別による比較
3 2 (4) 複数日程(前期／後期等)連続併願者の分析

(5) 複数年連続受験者の分析
1 2 2 (6) 普通高校(普通科)／専門高校(専門科)／総合高校(総合学科)出身者の比較
3 4 2 (7) 学部、学科、専攻、コース等類型別の比較

3 1 (8) 高校における教科・科目の履修、課外活動(ボランティア活動を含む)
(9) 家庭環境や社会環境の影響

3 3 5 (99) その他

5.高校教育・大学教育・大学生活
21 25 11 (1) 高校調査書、大学入試センター試験、個別学力検査、学内成績等の関連や分析

20 20 6 (2) 選抜単位ごとの入学から卒業までの追跡調査
11 8 2 (91) 推薦入学者・AO入試入学者を対象とした追跡調査
38 40 19 (92) 追跡調査全般 (2や91に含まれないもの)
3 2 2 (3) 高校の履修教科・科目と入試の受験教科・科目、大学の科目選択の関連
7 2 (4) 転学部・転学科、留年・休学・退学・中退
4 7 4 (5) 大学進学時の進路意識(大学観、職業観等)、進路決定(高校の進路指導等)

(6) 大学進学時の大学・学部・学科等の志望順位
8 12 4 (7) 出願動向、倍率(志願、受験倍率等を含む)
2 8 9 (8) 入学前教育
2 3 4 (9) リメディアル教育(高校での既習・未習別クラス編成等を含む)

2 (10) 教養教育、教養課程、共通教育等
(11) 外国語教育

1 (12) 専門教育
9 6 9 (13) 入学後の意識(学習意欲・満足度等)
5 4 1 (14) 専門分野への適性と適応
7 5 2 (15) 卒業後の進路との関係(就職、大学院進学、各種国家試験、公務員試験等)

2 (99) その他

6.入試制度
1 2 6 (1) 入試教科・科目、出題範囲や出題形式
1 1 2 (2) 入学資格制度
3 6 9 (3) 入試制度の改革

(4) 外国の大学入試
2 1 (99) その他

7.その他
6 4 8 (1) 高大連携
9 12 9 (2) 入試の広報、募集広報、学外説明会、高校側等との懇談(試験科目・科目等を含む)

1 (3) アドミッション・オフィス
1 1 (4) 入試実施組織
2 2 4 (5) 入試データの情報処理方法・システム

入試研究（一覧,2007）
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中間まとめ(1)
入試 : 大学に適した人材を選抜するために

研究開発部
作題者に結果をフィードバック
大学スタッフとの共同作業
得点調整、調査、...

いろいろな指標
各種統計量、図示、割合(比率)、グループ毎の集計、...

指標を使う人(検討者)
指標を作る人(解析者)
次年度以降の作題作業の支援

選抜方法の検討・改善

協力して

研究開発部に関する
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中間まとめ(2)
「入試研究」という研究分野

大学入試センター 研究開発部

大学入試センターの支援のみならず

試験の評価方法や試験結果の利活用方法の研究

国内唯一の機関

統計学・心理学等を活用して

数値群に内在する構造を読み解く

社会構造を探る

“データに語らせる”

“入試を科学する”

研究開発部に関する
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Atsuhiro Hayashi (林 篤裕)
学歴 : 

1979年3月 : 私立土佐高等学校 卒業
1980年4月 : 岡山大学 工学部 生産機械工学科 入学
1984年4月 : 九州大学 大学院総合理工学研究科 情報システム学専攻 入学

研究・教育歴 : 
1986年4月 : 川崎医科大学 数学教室 助手 着任
1989年4月 : 川崎医療短期大学 医用電子技術科 講師(兼任) 着任
1993年4月 : 岡山県立大学 情報工学部 講師 着任
1996年5月 : 大学入試センター 研究開発部 助教授 着任
1997年4月 : 文部省統計数理研究所 客員助教授 着任(1年間)
1998年2月 : 文部省在外研究員(長期、10ヶ月) 

9ヶ月 : Educational Testing Service (ETS) : アメリカ
1ヶ月 : Institute for Statistics and Economics : スイス

2004年10月 : 東京工業大学 大学院社会理工学研究科 連携併任 助教授 着任
2006年4月 : 大学入試センター 研究開発部 教授 昇任
現在に至る

移動(異動)履歴

高知
(～19)

福岡
(24～25)

岡山
(20～23,
26～35)

東京
(36～48)

(49～??)
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統計解析コンサルテーションシステム

潜在構造

岡山大学九大院 川崎医科大学 県立大 大学入試センター 九大

Next?

  武
谷

先
生

と
再

会

入試制度（主に韓国)

統計パッケージ

東
工
大
連
携
併
任

解答過程分析、学習診断

追跡調査
評価資料、得点調整、科目横断型試験

入試研究
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センターから九大へ
大学入試センター

研究開発部

入試研究全般： 広く (浅く?)
九州大学

高等教育開発推進センター
入学者選抜方法開発部(アドミッションセンター兼務)

まだしばらくは箱崎に。最終的には伊都に。10年後?

学士教育

21世紀プログラム（学部横断型教育）

入り口だけでなく、入学後にも興味を持って

入試研究、高等教育の実践
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今回の演題の候補
ボツ1) 統計:       学習診断について

ボツ2) 入試研究:   高大接続あれこれ

ボツ3) 入試研究:   入試研究というお仕事

ボツ4) 学会活動:   連合と連合大会の棲み分け
～近くて遠い関係～

ボツ5) 研究者生活: 私が職場を替わるワケ

ボツ6) 研究者生活: 私のささやかな夢 ： 破れる

ボツ7) 統計： 誤用あれこれ

入試研究 ～入試を科学する～

とするよりは...
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以下、倉庫

「入試研究と私 ～そして これから～」

(独立行政法人 大学入試センター 研究開発部)
(国立大学法人 九州大学 高等教育開発推進センター)

＆ 良い年をお迎えください

ご清聴 ありがとうございました

これからもよろしくお願いします


